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草原部の遊牧民に分かれる。また，1980年代以後
の「改革・開放」路線の登場以来，経済発展が顕
在化し，ウイグル人など「先住民族」社会におい
ても「近代化」や「都市化」が進行している。こ
のような動向と並行する形で，一部の地区では，
独特なマルチ・エスニックな社会・文化的環境が
形成されつつある。
本稿では，ウイグル伝統音楽をとりまく生活の
様式はどうなっているのか，その音楽の構造はど
のように形成されるのか等を時間の軸に沿ってい
っそう具体的に検討し，「美の体系｣としての音楽
はじめに
中国西北部辺境に位置する新彊ウイグル自治区
は中国最大の省区であり,歴史上「シルクロード」
の名の下に知られる東西交渉路の中心的な部分と
して重要な役割を担ってきた地域である｡700万以
上の人口規模を持つウイグル人を主な居住者とし
ている。ウイグル人はトルコ系の言語・文化をも
ち，全民族的にイスラムを信仰する民族である。
彼らは，社会のあり方から言うならば，オアシス
地域における定住民（農民・都市民）と，山地．
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学校があげられる。その設置科目の中には言語，
数学，歴史，地理などのほかに音楽，美術，ロシ
ア語,アラビア語などがあった(｢ウイグル族簡史』
235頁)。当時の音楽教育はどのように行われてい
たか，詳しい資料が見当たらないが，音楽を学校
教育現場に取り入れること自体が近代的であると
いえる。さらに当時この学校で校歌が作られたこ
とはよく知られている。この歌はいまでもアトシ
ュに住む年輩の者は歌うことができ，筆者自身も
一度実際に聴いたことがある。この歌はウイグル
伝統音楽と異なる点が多く，リズムは行進曲形式
で，現在のトルコの国歌に類似している。この歌
は当時の学長であるムヘッメット・エリ・エペン
ティ（MahammatE1iApandi）よって作られたとい
われている。彼はトルコやロシアなどに留学した
経験があり，それらの影響を受けた可能`性が高い。
その時代において校歌を作るという発想は，ウイ
グル人の音楽に対しての近代的な意識の現われを
示している。
第二に取り挙げるのはオペラの誕生である。
1920年代以前，イエケン，クチヤ，イリ，チヨー
チェクなどの地域で，伝統的な祭りの際に常に小
規模の歌舞劇が演じられていた（『ウイグル族簡
史｣337頁)。「近代ウイグル文化啓蒙運動」の活発
化によってこのような歌舞劇は「オペラ」と呼ば
れ，時代とともにウイグルの歴史的な物語を材料
にして様々な作品が作られることになった。代表
的には1939年にハミット・ヘキム（HemitHekim）
によって作られた「アナルハン」（Analhan)，１９４０
～41年に「ウイグル文化劇団」（UygurAdabiyat
-San,at-TiyatirOmige）によって作られた「ゲリー
プとセネーム」（Gherip-Sanam)，ルトプッラ・ム
ラリフ（LutpullaMutallipl922～1945）の「チメン
グル｣，カスムジャン・カンベーリ（Kasimjan
Kanberi）の「サテェールパルワン」などがある。
当時の作品は1990年代初め頃まで新彊の各舞台
（コンサートホール，テレビ，ラジオ）で上演さ
れてきた｡今では劇団の経営不振や様々な社会的，
政治的影響で段々なくなりつつある。しかし，こ
れらの作品は今でもウイグル中学の教科書で紹介
を考える上で，人々の意識や価値観，‘慣習，信仰
などを各側面から分析行う。
１ウイグル音楽の近代化の経緯
(1)近代的音楽の到来：１９世紀末から1949年まで
音楽の近代化として考えられるのは，楽器の近
代化，作曲技法の近代化，伝達形式の近代化，演
奏･聴取機器の近代化,聴衆意識の近代化などであ
る｡現代ウイグル社会における音楽状況の変化を
考える上で，こうした近代化の与える影響は何よ
りも大きいだろう。ウイグル音楽においてこの様
な現象は19世紀の末ごろに現れ始めた｡その背景
として，１９世紀後半イギリスがカシュガルに総領
事館を設置し，主に新彊の南部を中心に商業や布
教活動を始めたことがあげられる。またロシア帝
国は中央アジアへの侵略を進め，１９世紀末から２０
世紀の初までの間に新彊全体のあらゆる権力を握
りことになった。こうして当地域の経済，文化，
思想などが刺激を受け，その結果「近代ウイグル
文化啓蒙運動」が興った。
「近代ウイグル文化啓蒙運動」は，１９世紀の末
からのウイグル社会の外国との交流拡大によって
自己のアイデンティティに対する深刻な危機感を
もつようになった「新しい知識層」と－部のウル
マー（Oluma）が，カシュガル，アトシュ，イリ
などの地域で,イスラム教育のほかに歴史･地理・
数学・化学など近代科学知識も教える新式学校教
育の普及推進を中心にして始まったものであり，
第一次世界大戦末期の世界各地の民族意識の覚醒
に伴って1910年代後半に高揚期を迎えた。その中
ではウイグル人の「外国留学」と「外国人教師」
の招聰が盛んにおこなわれた。例えば，アトシュ
ウの大商人バウドン・ムサヨフ（Bawudun
Musabayiv）兄弟は数人のトルコ人教師を招聰し，
50人以下のウイグル人青年をトルコとロシアへ留
学させた（文献：IbrahmNiyaz,1984)。
「近代ウイグル文化啓蒙運動」の影響はウイグ
ル音楽に近代的な変化を及ぼした。その現われと
して第一に，1883年にアトシュで設立された新式
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されている。
これらの作品を音楽構造から見ると，形式的に
はヨーロッパのオペラの形式に似ている（物語を
音楽に通じて伝える）が，音楽はウイグル伝統音
楽や人々の間で当時流行していた音楽を台本に合
わせる形で使っている。作者の役割はヨーロッパ
のオペラ作者のような作曲家ではなく，ある物語
に対して台本を書きそれに合わせて伝統音楽を選
び，一つの作品として発表することだった。上に
取り上げた作者は音楽家というよりも作家である
ことは明らかである。また使われた楽器はほとん
ど伝統楽器だった。
ウイグル社会でこのような「オペラ」が誕生す
ることは，音楽の近代化において象徴的な存在と
して考えるべきである。なぜならば，第一に，こ
れらの作者のほとんどはロシアやトルコなどの影
響で設立された新式学校教育を受けた「近代ウイ
グル文化啓蒙運動」の活動家であり，いずれも当
時の「近代ウイグル文化啓蒙運動」に反対する盛
世才政権の弾圧を受けて刑務所に入ったり，殺さ
れたりした｡例えば,ルトプッラ･ムラリフ(Lutpulla
Mutallipl922～1945）は文化啓蒙を主張する詩や
作品のために，２３歳の若さで盛世才独裁政権によ
って死刑に処せられた。彼らの作品に現わされた
思想は今でも強い影響力があるため，ウイグル人
の間で英雄として尊敬されている。彼らの新しい
発想から生まれた独自な形での「オペラ」はウイ
グル社会で急速に受けられ，愛され，近代まで伝
承されることができた。
第二に，彼らの作品中ではシェイクスピアの劇
のような愛の物語が多く見られる｡例えば，「ペル
ハトとシレン｣，「ゲリープとセネーム｣，「ラピア
とセイディン」などの作品では「ロミオとジュリ
エット」のように愛の為に毒を飲んで自殺するな
どのエピソードが多い。これはヨーロッパの思想
的な影響の表れと考えられる。
１９世紀後半から1949年までの間ではウイグル音
楽の近代的な変化をどのような評価するべきか。
この時代，音楽構造の面においては日本の明治時
代のような特別な変化はあまり見当たらない。そ
の原因として，この地域における不安定な政治情
勢，激しい権力闘争，厳しい思想的対立や独裁政
権の西欧思想に対する弾圧などがあると考えられ
る。しかし，「近代ウイグル文化啓蒙運動」の影響
で知識階級の人々が段々増えることによって，音
楽に対する意識的な変化がもたらされた。音楽は
学校教育の中に取り込ませることになり，特有の
「オペラ」が誕生した。「外国人教師」の招聰など
によって,音楽に使う外来語が増えることになり，
それが歴史の流れによって定着し，現在まで使わ
れている。例えば，「Muzika」（音楽)，「Deridzor」
(指揮)，「Nota」（楽譜)，「Compozitor」（作曲者)，
「Gittar」（ギター）「Acardion」（アコーディオン)，
「Tiyatir」（演劇)などである。これらの単語は中
国語からではなく，ロシア語や英語由来の物であ
ることは明らかである。
また，人口移動の影響で様々な楽器や社交ダン
スなどもウイグル社会に流入してきた。例えば当
時新彊の北には多くのロシア人が移住することに
なった。今でもイリ地域には数多くのロシア系
人々の子孫が暮らしている。そのため，イリ地域
に暮らしているウイグルの結婚式などでは，花嫁
を迎える時にアコーディオンを使う習｣償がかなり
前からあった。最近ではこの習'慣は他の地域にも
広がっている。社交ダンスも新彊の北からしだい
に全地域に広がり，現在ウイグル社会のホーム
パーティ，結婚式，ライブハウスなどの様々なイ
ベントや誤楽現場で欠かせない存在となっている。
このような状況から，この時代はウイグル人の
音楽思想に変化を及ぼして，ウイグル現代音楽の
種を蒔いた時代と結論することができる。
(2)中華人民共和国への編入：1949年から1979年
まで
1949年人民解放軍が進駐し，新彊が中華人民共
和国に組み込まれた後の状況の特質を一言で言え
ば，国民国家中国の一部としての状態が固定化し
たということである。政治面においては漢族を中
心とする共産党の下での一元的支配が確立し，ト
ルコ系諸民族の社会・文化も，社会主義化ととも
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派遣され，「ウイグル12ムカーム｣の全てを歌うこ
とが出来る傑出した民間芸人トルテイアホン，ホ
シュールアホンらをカシュガルから，ロズテンブ
リ，アブドヴェリジャルーラヨフなどイリからウ
ルムチに招いて，２ヶ月間かけて，主にカシュガ
ルやイリ地域で伝承されている「ムカーム」を録
音（蓄音機録音）した。その後'952年２月から録
音した「ムカーム」を五線譜にうつす活動が始ま
り，「ムカーム｣のダスタンとメシュレップ部分の
全て，チョンネグメの一部の音楽が五線譜にうつ
された(AbdushukurMuhammathml997年４月)。
これらの録音テープや楽譜は現在中央民族研究所
に保存されている。｢新彊ムカーム楽団」（XinJiang
MukamAnsanbeli）設立（1989年）後，５０年代の録
音をもとにして現在の芸人たちの演奏で1992年に
「ウイグル12ムカーム」のアナログ録音が新彊音
響出版社によって出版された。さらに'964年には
｢新彊歌舞劇団｣(XmJiangNahxa,UsuLTiyarOmegi）
の設立に伴い，この団体に所属する「カシュガル
歌舞劇団｣，「イリ歌舞劇団」なども設立された。
前者は新彊の全地域に影響力がある芸人や若手タ
レント，芸術学校の卒業生などをウルムチに招い
て，常勤職場を与え，演出や若手芸人の育成など
の活動を行った。後者はそれぞれの地方の市町村
などから芸人や若手タレントなどを集め，常勤職
場を与え，その地方の範囲で演出や若手芸人の育
成などを行った。このような活動によって，絶え
ようとしていた様々な伝統音楽が組織によって保
存されることになった。また，従来音楽の専門職
がなかったウイグル社会に「センエットチ」（芸
人)，「アルテェース」（演技者)，「ウスルチ」（ダ
ンサー)などの呼称で呼ばれる専門職が誕生した。
従来，伝統行事や儀礼，人々の一般生活などで演
出され，観客も演出に参加してきた伝統音楽は舞
台化され，観客と演奏者がはっきり区別され，観
客がタレント芸人の演出を楽しめることになった。
第三に，1956年１月１日から新彊人民広播電台
（新彊人民ラジオ局）が国民に向かってラジオ放
送を始めたことがあげられる。初めはウルムチ市
だけに留まった放送は，1960年ごろから徐々に各
に宗教面等における政策を通して急激な変容を被
った（｢新彊研究サイト｣)。
その中で音楽は「精神文明建設」の一環として
重視されるようになり，ウイグル音楽近代化に大
きな影響が及んだ。その影響の象徴的な事態は以
下の三点に見られる。第一に，ウルムチ市で1956
年に芸術学校，文化幹部学校，および映画放映訓
練教室が設立された。芸術学校では音楽，舞踊，
演劇，美術などの分野で専門的な人材の育成を目
指して教育や演出活動が行われた。またエリート
の青年や演技職人などを中国内陸の中央演劇学院，
中央音楽学院，上海音楽学院，上海演劇学院，西
安芸術学院などに送りこんで，音楽専門家を育て
るために力を尽くした。彼らは卒業後新彊に戻っ
て音楽教育機関や演芸機関などの職場に就き，教
育，作曲，演出などの活動を行っている。これま
でウイグル人は音楽的出来事（evenementmusical)，
つまり音楽の生産（創作，解釈＝演奏，上演）と
受容（知覚，聴取，消費）の総体を，近代理論に
基づいて検討することはなかった。学校教育によ
る理路整然とした教育活動によって，第一世代の
音楽専門家が育ち，彼らが帰郷した後にその教育
の成果が時とともに現れ始めた。西欧音楽理論を
基盤にして作られた作品や演出方法は，急速にウ
イグル社会で受け入れられることになり，人々に
愛され,誰でも歌えることの出来る作品となって，
今でも音楽教科書の重要な部分となっている。ま
た，彼らの作曲活動によって近代ウイグル童謡が
登場した。彼らに続く第二世代，第三世代の音楽
家や研究者も育ち，音楽専門家の数は年々増え続
けた。クラシック音楽の理論や代表的作曲家，ま
たその作品が教育機関を通じて紹介され，西欧の
音楽思想がウイグル社会に取り込まれるようにな
った。
第二に，伝統音楽や芸人に関する資料収集活動
が活発化したことがこの時代の特徴的な一面であ
る。まず，1950年から当時の新彊の主席であるセ
イフテェン・アジズ（SaypidenAziz）の主張で「ウ
イグル12ムカーム」の収集活動が始まった。１９５１
年に中央文化庁が中央音楽学院から音楽専門家が
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地域でも聴けるようになった。当時は家庭にラジ
オ機器を持っている人がまだいなかったため，町
の何ケ所かの電柱にスピーカーが設置され，地方
広播局が受信した電波をスピーカーで流すことに
よって人々が楽しめるようになった。体験者の話
によると，放送の内容は社会主義の理念，地方の
ニュース以外はほとんど「新彊歌舞劇団」のアー
チストが演出した音楽だったという。メディアの
音楽に対する影響については後に述べるが，ウイ
グル音楽の近代化に及ばす影響の決定打と言えよ
う。地理状況から見ると，新彊の南はお互いがか
なり離れたオアシスで構成されている。交通不便
なこの時代には，他の地域の音楽を聴くことが少
ないのは当然のことだった。ラジオ放送が始まる
ことによって，他の地域の音楽も数多く聴くこと
ができるようになった。また，作曲家や演出家な
どの名前がラジオで流されることによって，あま
り敬意が払われなかった伝統芸人はしだいに尊敬
されるようになり，著名人となって皆に知られる
ようになった。新しく作曲された曲は新彊の全地
域に広がり，伝統音楽と同様に人々の生活に定着
することになった。
1949年から「改革開放」政策が実施される1979
年までの間に，ウイグル音楽において以上のよう
な新たな変化が起きた。音楽構造の面では芸術学
校の発足や青年エリートの中国の最高音楽教育機
関での育成活動によって，西欧音楽の影響が強く
及び，ウイグル音楽でも西欧の音楽構造に近い音
楽作品が生まれることになった。数はあまり多く
ないが和声的な構造も現れるようになった。五線
譜が読める人もしだいに増えて，音楽教育現場で
使われることになった。人民解放軍が進駐し政府
の社会主義理念を広めることによって，軍隊行進
曲や「革命歌曲」のような曲のテキストがウイグ
ル語に翻訳され歌われて，一部は長い間の流行曲
となった。しかし，この時代においてウイグル音
楽では完全に西洋化した作品は見当たらない。交
響曲やソナタ，協奏曲等に当てはまる楽曲作品が
作られるようになったのは最近のことであり，当
時の作品はほとんど歌だった。現代ポピュラー音
楽の要素も当時はまだあまりなかった。その原因
の一つは，「文化大革命」が始まり，西欧文化や伝
統文化や宗教文化に関わる仕事に従事していた
人々が急進派から弾圧を受け，そのために10年間
社会全体がそれらを放棄せざるをえなかったから
である。もう一つの理由は，経済発展の遅れによ
って外国（資本主義国家）との交流が完全に停止
されたことである。
(3)「改革開放」政策が実施される1978年から現
在まで
1978年末に開催された中国共産党第＋一期三中
全会は，大きな歴史的変革の始まりとなった。大
会では第一代の改革開放路線への転換が初めて打
ち出され，共産党の任務の重心は社会主義による
経済の現代化へと移ることになった。ここで決定
された対内改革と対外開放という方針は，中国の
長期発展と社会変化に全面的かつ深い影響を及ぼ
すことになった。政策転換の結果，わずか－世代
という時間で，五千年にわたる歴史を持つ文明を
誇ってきた中華民族は，「千年に一度の大変革｣を
経験することになった。（｢戦略与管理｣2003年)。
田島は当時の,情勢を以下のように述べている。
いわゆる「四人組」逮捕で文化大革命が終わり，
やがて毛沢東の後継者として「ふたつのすべて」
路線を掲げていた華国鋒も政界の表舞台から去っ
ていった。代わって事実上の最高指導者となった
都小平は，1978年の第11期三中全会において改革
開放への路線転換をはかる。国家経営の中心点が
階級闘争から経済建設に移るに伴って，その重要
な担い手たる知識人の地位も回復した。「体力労
働も，頭脳労働も，みな労働だ｣。文化大革命中，
「紅衛兵」という名の極左の仮面をかぶった漢民
族至上主義者たちによって伝統文化を破壊された
少数民族にとっても，かりそめの春が来た（田島
英一，９９年)。
この波に乗ってウイグル社会で起きた新たな変
化に伴い，音楽の領域でも急速な変化が見られる
ようになった。文化大革命中，激しい弾圧受けた
伝統音楽は，今やウイグル社会のあらゆる場面で
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全面的に実施された1990年以降に比べるとまだ消
極的であった。
1990年頃までは，音楽に関わる近代技術の導入
にしても，ピアノ，エレクトーンなど楽器の購入
にしても，内外の音楽出版物の出版や販売にして
も，オーケストラやバンドの発足にしても，個人
や民間の経済力が足りず，その環境さえ与えられ
なかった。音楽活動は全て公的所有のもとで行わ
れ，これらの技術の利用者は管理者もしくは所有
する機関が承認した－部の人々に限られた。テレ
ビ出演，ライブ上演，レコード出版は「新彊歌舞
劇団」や地方「歌舞劇団」などの現職専門家に限
られ，一般の音楽愛好者のこうした活動は制限さ
れていた。上演や出版の前には厳しい審査が行わ
れ，一つのデモテープが出来上がるまで１年から
２年の時間がかかったといわれている。アミュー
ズメント施設の運営も公的な形態が強く，現職の
演奏家(一般に音楽専門学校卒業者)中心だった。
機器や楽器などの導入においては，北京の中央政
府からの支援に頼るため，地域や機関によって導
入の格差が大きかった。
このような状況の中で，伝統音楽は当時の官僚
の思想から見れば伝統を守る面での重要性を掲げ
る傾向が強く，クラシック音楽は｢本物音楽｣，「健
全な音楽｣，「高レベル音楽」という意識が圧倒的
だった。そのため，近代的技術の利用権を握って
いる側の立場は，伝統音楽とクラシック音楽を最
優先に配慮するという'情況だった。新彊芸術学院
大学，新彊師範大学，各地域の師範学校や芸術学
校などでの音楽学部では，今でも伝統音楽とクラ
シック音楽が中心になっている｡一方,ポピュラー
音楽は「不健康｣，「遊びの音楽｣，「非専門的な音
楽」と言われ，消極的な態度が取られていった。
しかし，設備の利用権を持つ－部の若者は，ポピ
ュラー音楽の受容に積極的だった。彼らは政府の
干渉がより弱い大学などの音楽祭や職場で，毎週
土曜日に定期的に行われていた社交ダンスパーテ
ィ,友達の集まり,誕生パーティなどを利用して，
音楽活動を広げていった。音楽愛好者の正式な音
楽出版物に関する規制が厳しいので，普通の家庭
自由に響くことになった。国は音楽を重視するよ
うになり，劇団，メディア，教育，音楽施設など
の機能を強めるために全力を尽くすことになった。
対外開放という方針の影響で音楽に関する国際交
流が増え，先進技術が導入され，音楽のメディア
環境はよくなり，外国音楽の影響が強くなってき
ている。市場経済の展開によって音楽市場がます
ます拡張し，レコード会社やレコード販売店，ア
ミューズメント事業の活動が活発化している。音
楽は学校教育の通例の科目となって，若い世代が
音楽の基礎知識を習得できるようになり，音楽に
対する意識的な変化が起きている。新彊芸術学院
大学，新彊師範大学，各地域の師範学校や芸術学
校などでの音楽学部の発足に伴い，音楽を専門と
する人材が育てられ，作曲，演出，研究などのレ
ベルが上っている。大学，高校，中学，職場など
で定期的に音楽祭が行われることになり，音楽愛
好者が自己をアピールできる場所が提供されてい
る。短く言えば，ウイグル社会全体の急速な変化
に伴い，音楽の全ての状況において年々新たな変
化が見られるようになった。今，ウイグル社会に
おける音楽はグローバル化に向かって進んでいる
といえる。
1978年以降の時代を通観すると，改革開放が始
まった時期と1990年以降で対照的な特徴がある。
その背景には，伝統的な大家族から現代的な核家
族への家族形態の変化と，計画経済・公有経済か
ら市場経済体制への転換がある。1978年，中国は
‘`社会主義計画経済,’から“社会主義市場経済,,
に移行を開始したといわれる。しかし，新彊の場
合は社会主義市場経済への移行は，沿岸部諸都市
の経済技術開発区に比べると約１０年遅れた。改革
開放が始まった頃，農村の集団所有制の離脱や人
民公社の解体が実行されたが，国営企業，人民公
社などの公的所有制の下の企業にも生産物の販売
価格決定権はなく，購入販売も“商業部門”のみ
が行い，生産者に販売権はなかった。市場は国家
の独占で，自由市場はなく，いわゆる「統購，統
錯」（統一購入，統一販売）が実施された。そのた
め，音楽の近代化傾向は“社会主義市場経済”が
ウイグル社会における音楽の近代化，人々の音楽に対する意識と行動に関する研究 ７
用テープレコーダを利用して録音したものや，そ
れをダビングしたものが若者の間で流れていた。
これらのテープは若者に愛されウイグル自治区の
全地域に広がった。アーティストの人気度はテー
プのダビング数や，それが流布する範囲の広さか
ら判断される状態だった。これらの中には，大学
の設備を使って録音された物もあれば，死刑判決
が出された人が死刑を受ける前に刑務所の中で録
音された物もある。歌手から見れば，彼らが作っ
たテープの経済利益があまりないので，狙いは経
済利益より自分の音楽や名前を広げることであっ
た。
いつぽう，「社会主義市場経済｣が進んだほかの
地域に就学に行ったウイグル人若者の音楽活動は，
ポピュラー音楽の進歩に非常に大きな影響を与え
た。彼らは就学先で当時一番流行していたポピュ
ラー音楽を積極的に受容し，夏休みに帰郷した時
や卒業した後，新彊の様々な現場でそれらの上演
演出を行い，ウイグル社会から急速に受け入れる
ことになった｡当時彼らがウイグルに持ち込んだ，
世界で大ヒット中のブレイクダンスやポッピン
(Poppm)などが人気を集めた。
メディアに関してはラジオの普及率が一番高く，
音楽を伝える媒体として影響が強い存在だった。
ただし，ラジオの放送内容は伝統音楽とクラシッ
ク音楽にかなり限定され，広い範囲での音楽を放
送することができなかった。しかしながら，海外
映画やテレビドラマなどの流入に伴い，それらの
主題曲がウイグル社会で流れるようになった。当
時の事態から見れば，パキスタン国境に近い南彊
では，インドのビデオ映画の進出によって，映画
で使われている音楽が社会的なブームになった。
また，日中国交正常化に伴い，日本のテレビドラ
マの中国での放送が多くなった。その中で「アト
ム」などのアニメ番組，山口百恵主演の「赤いシ
リーズ｣，「姿三四郎｣，「おしん」といったテレビ
連続ドラマのウイグル語吹き替え版も，新彊電視
台で続々と放送されることになり，この影響で日
本の演歌やポピュラー音楽の愛好者が増えていっ
た。例えば，「新彊歌舞劇団」の若手歌集のエゼッ
トイリヤス（IzzetElyas）が，山口百恵の「プレイ
バック」を日本語で歌ってテレビ出演したことで
一躍大人気となり，「一言も日本語が分からない
のに日本の歌を歌えた天才歌手だ！」と語られた。
さらに，他の地域で就学している学生が日本のカ
ラオケ曲にウイグル語の歌詞をつけたデモテープ
もあった。
1980年代終わりから「社会主義市場経済」が全
面的に進むことになり，音楽に新たな変化がもた
らされた｡新彊政府が発表したデータよると,1999
年の時点で新彊における各類文化経営業6900社，
従業人18364人，またコンサートホールが405所，
ダンスハウス261所，カラオケ屋489所，総合誤楽
業68店，文化芸術経営代理業３店，音像製品販売
業１０４４店，ピデオレンタル業695店などに達し，固
定経営資金は3.8億元だった（｢新彊人民政府ホー
ムページ｣)。1990年以前と比べると，技術や機材
の導入は政府の支援に頼らず，個人レベルでも自
由に購入することができるようになった。音楽の
出版は自由化,民営化が進んだため,自営業レコー
ド会社が増え，より広い範囲での音楽作品出版や
購入が可能になった。音楽を再生する媒体やテレ
ビインターネットなど様々なマスメディアの普
及率の上昇により，多くの国民が幅広い音楽を楽
しむことができるようになってきた。それ以前の
学校や劇団だけに限られた音楽教育から，様々な
音楽教室などの開設によって，多彩な音楽教育を
受けることが可能になった。アミューズメント事
業のいっそうの拡大によって，音楽演奏者の要求
が高まり，若者のこうした現場での活躍が目立っ
てきている。人々の音楽に対する意識が変わり，
音楽の鑑賞や子供の音楽教育の面でも大きく変化
が起きている。
ここで「社会主義市場経済」が実施されて以降
ウイグル社会で起きた音楽に関するいくつかの現
象を見てみよう。まず，アラ峠税関（1990年６月）
ホルゴス税関(1992年８月），ムジヤルト税関(1992
年８月），トルガト税関（1993年12月１３日）などの
開放によって，ウイグル人と同じ文化源を持ちな
がら，1949年以降交流が淡くなっていた，中央ア
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の人々は伝統を破壊しているという意識が強く，
批判的な声が多い。
最後に，テレビ局やレコード会社の縦横無尽な
活躍ぶりが，ウイグル音楽の近代化に大きな影響
を及ばしている。９０年代以降は以前のような政府
の規制や統制が緩みはじめた。音楽発信メディア
の中心はラジオ放送からテレビやレコードに代わ
ってきた。中国の経済発展に伴い，テレビのケー
ブル化が益々進行し，視聴できるテレビ局の数が
増えて，多くの人が全国同時に多彩なテレビ番組
を楽しむことができるようになった。ここで注目
したいのは新彊電視台(XJTV)の音楽番組である。
新彊のマスメディアの中心であるXJTVは,国内で
も「音楽の故郷」と呼ばれる新彊の特徴を生かし
て，音楽放送に非常に力を入れることになった。
「Tnlapwataqdm」（音楽のリクエスト番組)，
「Guldasta」（語義：花束と言う意味)，「Mashrap」
（語義：音楽と踊りの宴）といったレギュラー番
組や，ウイグルの伝統的祭りの時に放送される紅
白歌合戦のような番組などは人気ナンバーワンの
視聴率を誇る。これらの番組ではウイグル社会で
主流となっている音楽や人気歌手を集め，最先端
の技術を使って制作されるため，ウイグル音楽界
の一つの頂点となっている。こうした番組が音楽
社会に大きな刺激を与え，これへの出演を目指す
音楽家たちの活動が活発化している。
ウイグル社会は19世紀末以来，外来文化を摂取
し，それを自国の文化とつきあわせて絶えず変容
させながら，個`性的な文化を築いてきた。ヨーロ
ッパの文化を取り入れて独自の近代化が追求され
た。政治的な地勢図の変化や，インターネットな
どの電子メディアによって，音楽においても離れ
た地域間の情報流通は高速化され，一見世界的規
模で平準化されたが，実際には異なる地域間の文
化接触が多元的に可能となり，その結果，音楽を
支える価値観は驚くほど多様化した。従来，伝統
として守られてきたものが互いに触発されて変容
し，伝統そのものの変容，もしくは新しい伝統の
形成があらゆるミクロな現場で生じてきている。
また，ひとつの音楽文化の内部においても，外部
ジアとの国際貨物流通，通商･貿易，親族訪問，旅
行などの交流がいっそう高まった。この影響でウ
ズベクスタン，カザフスタン，トルコなどの国々
から流れてきた音楽が，ウイグル音楽に強い衝撃
を与えた。社会全体の近代化意識が高まる中，音
楽の近代化のルーツを模索しているウイグル人に
とって，彼らの伝統音楽とポピュラー音楽を上手
く取り入れた音楽スタイルは，ウイグル音楽にと
ってふさわしいモデルとなった。そのため，現代
ウイグルポピュラー音楽を観察すると，彼らの影
響がない曲は少ない。楽器の構成スタイル，発声
スタイル，作曲スタイル，リズムのスタイル，和
声やコードの配置等の様々な面で，ウズベックや
トルコのポピュラー音楽をモデルにした曲が多い。
1990年代初めに流行した曲の中で，ウズベックや
トルコのポピュラー音楽を，テキストだけウイグ
ル語に変えて，曲をそのまままねしたような編曲
が多く見られる。このような行動に対して社会的
批判が多くなり，そうした曲づくりは現在では少
なくなっているが，モデルとしての影響はまだま
だ続いている。
次に，ＹＡＭＡＨＡ，CASIO，KAWALRolandな
どのホームキーボードやシンセサイザー製品が新
彊市場で販売されるようになって以来，それらは
一躍現代ウイグル音楽社会の中軸的な存在となっ
た。教育現場や伝統行事，レコード出版やバンド
の公演など，音楽社会活動全体でこれらが用いら
れないところは見当たらない。機能の便利さ，習
得の簡単さ，ポピュラー音楽的な表現が和する特
徴などの面があいまって,急速な普及が見られた。
結婚式から，出産祝い行事，歓迎会まで，様々な
伝統行事の中でそれらが伝統楽器にとってかわる
現象が起きている。したがって，伝統楽器を習う
若者の数がしだいに減り，ホームキーボードやシ
ンセサイザーを好んで弾く者が年々増えている。
この結果，伝統音楽はホームキーボードやシンセ
サイザーで演奏されるようになり，あるいは伝統
楽器と組み合わせてアレンジされることが主流と
なっている。若者の思想から見ればこのような現
象はウイグル人の発展とみなされているが，年輩
ウイグル社会における音楽の近代化，人々の音楽に対する意識と行動に関する研究 ９
に対するアイデンティティの主張という目的のた
めに，自ずと変容が生じている場合がある。近代
化や都市化・観光化を通じて，伝統音楽や音楽の
伝統的形態が，本来儀礼上有していた意味や上演
の形態等を変化させてゆく場合がある。音楽が，
いわば「グローバル化」してゆく一方で，音楽に
対する価値観が多様化，ないし特殊化・細分化し
ているという，こうした現実にどのように対処し
てゆくか，それはこれからの音楽学全体に課せら
れた大きな課題である。東西の接点のひとつとし
て，頻繁な文化接触の場となってきた長い歴史を
有するウイグル社会において，この課題は常に大
きな関心事であったし，今もあり続けている。
ことで，ある民族集団の中で音楽はどのように機
能するのか，どのような音楽が盛んで，どのよう
な音楽が欠如しているのか，音楽の様式，演奏の
上手下手に関する基準などは何かといった特徴を
明確にしたい。
「音楽」に対する現代ウイグル語で一般的に使
われている単語は「Muzika」である。これはあく
までもフォーマルな単語であって，知識人が音楽
の学理を基準に付けた外来語である。ウイグル人
にとってこの語が示すものは｢専門化された音楽」
であり，専門的知識に基づいて作られた曲が
「Muzika」であって「伝統音楽」は「Muzika」と
認識されない場合が多い。例えば，出版物などで
は「Tbkisti:XXXMuzikisiXXX」（作詞：ＸＸＸ作
曲：ＸＸＸ)などと記載されるが，社会一般では
「XXXningNahxisi」（ＸＸＸの歌）という言い方が
ふつうである。「作曲家」は「Muzikant」と呼称さ
れるが，「伝統音楽家」は「Sazenda」と呼称され
る。その原因は，もともとウイグル社会では音楽
を専門職としている人がいなかったことにある。
現代の農村の生活ぶりや年輩の伝統芸人の履歴か
ら見ても，音楽に従事している人は，それ以外に
生活を支える一定の職をもっており，音楽は趣味
として行うか，あるいはその社会で目立つ者にな
るため，さらには身障者が物乞いをする方策とし
て従事してきた｡一般人より歌や楽器がうまい人，
数多くの歌や楽器を演奏できる人が｢Sazenda｣(演
奏者)や「Ustaz」（親方）と称され，各種の行事に
招かれて,人々とともに音楽を楽しんできた｡1950
年代以降になると，給料をもらう音楽専業従事者
や現代音楽教育を受けた人が出て来て，ウイグル
でそれまでなかった劇場やテレビ,ラジオ,レコー
ドといった舞台で音楽活動を行うことが始まり，
メディアなどで使われている「Muzika」と言う表
現がこの新たな音楽形式や音楽活動を表す言葉と
なった。このとき「Muzika」と言う用語が示すも
のは，音楽の形式だけではなくその活動形態をも
強く意識したものであることに注意が必要である。
ウイグル社会ではこれ以外にも，何のために音
楽やっているのかによって人々の対応が違ってく
２ウイグル社会における音楽の概念と意識
(1)言語で表される音楽概念と意識
「言語は人間の意識を映し出した鏡である」と
言う。三浦つとむの「主体的表現・客体的表現」
の規定は，表現としての言語がそのうちに意識及
び対象意識の構造を映し出しているということの
学的表現であり，客体的表現の背後にそれと結び
ついた概念を認識している意識主体の存在を，そ
して主体的表現の背後にそれと結びついた概念と
して意識主体および自己を認識している表現主体
の存在を映し出しているということの端的な表現
であると私は認識している。客体的表現も主体的
表現も対象意識における客体を言語として表現し
たものであるが，前者は意識に映った対象が概念
化されたもの（の表現）であるのに対して，後者
は意識における主体の観念的自己分裂・復帰過程
における主体の立場や意志・判断・感'情…がそれ
自体として即自的に概念化されたもの（の表現）
である。音楽学で認識されている「音楽」という
客体は民族によって異なるし，それを認識する主
体の価値観，信仰，’慣習などの違いによって，あ
らゆる民族はそれぞれに独特な用語を用いてそれ
を認識し表現している。もちろん，民族によって
言葉が異なるのは当然だが，言葉で表現している
語義の違いからも検討する必要がある。そうする
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形式である。前者は「演奏され（orunlimaq)｣，後
者は「楽しまれる（oynmaq)」（SabmeTrebinjac
p993）と述べている。しかし，「クラシック音楽」
というのは50年代から研究者やメディアが付けた
呼称であり，「ウイグルクラシック12ムカーム」も
「ウイグルドランムカーム」も「ポピュラー・ソ
ング」的な体系を持つ。両方とも舞台で演じられ
るときには「演奏される」と言う。その差異は，
彼の指摘する点よりもむしろ地域性で説明できる。
「ウイグルクラシック（古代）１２ムカーム」は南
新彊のほとんどの地域で盛んなのに対して「ウイ
グルドランムカーム」は南新彊のドランと呼ばれ
る地域で盛んな音楽である。音楽のレパートリー
面での差異は見られない。
外国からの音楽を受け入れる時にも同様な意識
形態が作用する。欧米アーティストの中でもセク
シーな踊り方や声，また体の一部の露出などを目
にすると，それが音楽かどうかにかかわらず，そ
の音楽を拒否する人がウイグルには多い。ここで
も音楽とその表現や演奏のされ方は切り離せない
ものとして認識されていることがわかる。
次に注目したい言葉は「AlNaghma」というも
のである。「A1Naghma」は「民族」（Al）と「楽
曲」（Naghma）という要素からなる複合的な言葉
である。その示す意味は，日本語の「民俗芸能」
に近く，ウイグル社会で永く伝承されてきた，し
かも現時点で一般大衆に膳茨している，伝統形式
に基づいて作られた音楽，歌，舞踊，叙事詩，ム
カーム，コシャック（Qoshaq)，吟唱詩（Maddah）
ピイト（対話式の詩)，演劇，ネタ話（Chaq-Chaq，
Latipa)，魔術，伝統ゲームなど幅広いジャンルを
指す総合的呼称である。
「Naghma」（楽曲）といいながらも，音楽をあま
り使わないビイトネタ話,伝統ゲーム，魔術(音
楽が中心ではない）などもこの範檮に入れて認識
している点が非常に関心を引く。これらの全ての
共通点は,娯楽的体系であると共に｢民族性」（Al）
が有ることである。つまり，社会音楽活動の中で
これらの全てが共に存在し，民衆が共に演出し，
共に楽しむということである。伝統音楽が用いら
る。二つの事例を取り挙げたい。一つは，８０年代
の後半にデビューした女性歌手の例で，彼女が歌
ってきたカシュガル民謡はウイグル社会に広く受
け入れられ，彼女は今でも人気がある，国民に愛
されている歌手である。彼女はデビューする以前
からカシュガルでホームパーティなどによく呼ば
れ，名前も通っていた。しかし，彼女は男｣性が多
いホームパーテイへの参加が多かったため，「汚
い女」と言う名も広がり，それがもとで彼女はカ
シュガルから離れることになった。北部のある地
域に移住した彼女は，そこの「文工団」に歌手と
して召集されてそこからデビューを果たし，つい
には「新彊歌舞団」の歌手としてテレビ出演，レ
コード出版などによって「民族の誇り」，「国民的
歌手」と呼ばれるまでになった。もうひとつの例
は，乞食がよく物乞いに使うある歌があった。以
前この歌は乞食を代表するものであり，それ以外
の場ではあまり歌われることがなかった。1990年
後半に－人のポピュラー歌手がこの歌をアレンジ
したレコードを出して以来，この歌の人気が高ま
りあらゆる場面で歌われるようになった。これら
の事例からも，ウイグル人の言う「Musika」には
それを作り出す人の行動も反映されるということ
がわかる。
同様の視点から「ムカーム」について見ると，
自由リズムを使う「Muqaddma」（序部)もムカー
ム全体も「ムカーム」と呼称されている。
「Muqaddima」部分はムカーム独特の特徴を持つ
ため，それを歌わないで他の部分の一部だけ歌っ
たり，そのようなかたちで結婚式等の儀礼に使わ
れたりすると,音楽をよく知らない人はそれを｢ム
カーム」ではなく普通の民謡だと認識することが
多い。SabmeTrebinjacは「ウイグルクラシック１２
ムカーム」と「ウイグルドランムカーム」のレパー
トリーを比較して，カシュガルムカームおよびド
ランムカームに現れる重要な差異を指摘している。
一方は「クラシック音楽（kilassikimuzika)」のカ
テゴリーに属し，他方はクラシック音楽にも「ポ
ピュラー・ソング(xalqnakhshisi)」にも属さない。
前者は伝統尊重主義の形式，後者は儀式の表現の
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れる現場から見ると，小さなイベントから大きな
イベントまで，楽しく過ごすために音楽だけでは
満足できない。音楽の隙間にネタ話を入れたり，
ゲームをまじえたり，時にはピイト（対話式の詩）
を詠みあって面白い言葉争いを行ったり，魔術を
挟み込んだりすることは，この社会で一般的にな
っていることである。音楽にしてもネタ話にして
も，特定の人のそれを聴くだけでは物足りなく感
じ，歌える人は共に歌ったり，音楽に合わせて踊
ったり，自分らが聞き覚えたネタを話したりする。
彼らがよく口にする言葉は「我々（ウイグル人）
は話せる時から歌える，歩ける時から踊れる」と
言い，歌えない人や踊らない人は少ない。ウイグ
ル音楽は舞台やレコードなどでは単独に現れるが，
社会生活の中では以上に述べたように「民族'性」
を保ちながら，音楽以外の内容も加えて披露され
楽しまれることは明らかである。ウイグル伝統音
楽はこのような社会活動に配慮しながら形式化さ
れ，この中で伝承され，生き延びてきたと考えら
れる。
ウイグル伝統音楽の全てが「AlNaghma」の範
囑に入れて認識されるのはなぜか。ウイグル社会
ではモンゴル人のような動物を授乳させるための
特色がある歌,キリスト教のChantのような宗教的
な音楽，中国の雅楽，日本の神楽のような宮廷や
神社といった特定の場所に限定された音楽，日本
の歌舞伎のような舞台芸能としての音楽は見られ
ない。全ての音楽は「民族」（Al）的な生態として
存在し，同じ音楽が時には主教祭り，時には結婚
式，時には物乞いをする時に，時には様々な地域
に行ったり来たりしたときに現れることが多い。
その要因は２つあると考えられる。ひとつは，１０
世紀に伝来したイスラム教の「共同体(ウンマ)の
概念」が社会体制の基盤になっている点に求めら
れる。相互扶助の連帯感が強調するイスラムの理
念は，かれらの社会に根深く浸透している。社会
音楽生活もこのような社会体制の中で共同体との
連帯感を維持する必要`性が生じる。イスラム信者
のザカート（喜捨）という義務を励行するために
存在する乞食の集団や，幽霊を追い出すために存
在するBahshi集団，バザールなどでイスラムの物
語を詠っている吟唱詩人集団など，独特な音楽が
存在しており，これが広がることによってそれを
共同体音楽の中に取り入れていくようなことは数
多く見られる。他方これらの集団で使われている
音楽の一部は，共同体の音楽を身らの特徴を現す
歌詞や楽器に変えて用いている。ウイグル社会に
おける音楽は，このような共同体的社会体制の中
で，共同体意識を基にして構成され，共同体の楽
しみ・悲しみ・哀しみ．愛しみなどを表す為に存
在し，共同体の中で伝承され，現在まで生き延び
てきたといえる。
もう一つは，オアシス的な地勢特徴をもつこと
である。ウイグル人はタクラマカン砂漠の周縁に
点在するオアシス地域に居住しており，主にオア
シスで灌概農業に従事してきた。彼らの帰属意識
は，「カシュガルリク」（カシュガル人)，「トルフ
ァンリク」（トルファン人)といった各オアシスの
住民あるいは出身者としての意識を軸としている。
「A1」のもう一つの語義は「地域」という意味を
表しており，つまり帰属関係を地勢において表す
単語でもある。狭い意味での「Al」はウイグル社
会のオアシス単位に分けられ，広い意味では「民
族｣，「国家｣，「州」（アジア，ヨーロッパなど）を
区別する用語である。「A1Naghma」はこのような
地勢的差異によって現れる音楽特徴の区別を意識
する傾向ももつ。ウイグル社会は地勢的共同体を
中心に構成されるため,各オアシスの方言,習`慣，
儀礼,音楽など様々な面で自分なりの特徴を持つ。
オアシス共同体単位で構成された文化形態の中で，
地勢を超えた集団の音楽活動は各共同体の習俗を
乗り越えて存在しなければならない。乞食や
Bahshiや吟唱詩人などの集団の音楽のように，従
来都市生活が盛んだったカシュガルの周辺で生ま
れた音楽が，カシュガル周辺に留まって他の地域
に広がることが出来なかったことは，おそらく他
のオアシス共同体から受け入れられなかったため
だろう。これらの観点からウイグル伝統音楽の全
てが含まれている「A1naghma」は共同体意識基幹
を基にして構成された，地勢的な特徴を持つ音楽
人間社会環境研究第15号２００８．３1２
われている音やそれらの関係の特徴はグラフで示
したように短３度から完全1度までの音程関係が
多いとともに，非常に狭い範囲での音域で構成さ
れている。楽譜上で表示されたような短２度音程
の枠の間に非固定的に変動するいわゆる中立音程
が数多く使われている。曲の規模は小規模で，歌
謡曲程度である。以上の曲に現れるリズムの様子
やその規模は，「Mung」とされていない曲でもよ
く現じる有様であって，それが「Mung」な曲とそ
うでない曲を分ける特徴ではない。注目すべき点
はグラフで示したような他の音楽と異なる特徴的
な音の構成である。この三つの曲以外の「Mung」
とされている音楽を観察すると同じような様子が
見られる。特に中立音程に関しては非常に明確に
主張して演奏する傾向が強いことから，音程関係
を出来るだけ小さく表現しようとする意識を感じ
させる。ウイグル音楽における「Mung的様相」と
いうのは，ゆっくりした音楽の中で狭い範囲内で
の音の集成によって構成され表現される音楽であ
る。
ウイグル音楽のレパートリーの中でも，「Mung」
とされている音楽は非常に重要な存在である。演
奏形態に関しては，複数の楽器で演奏したり多く
の人で歌ったりすることは少ない。また，これら
の曲に合わせて踊ったり，手拍子したり，騒いだ
りすることはめったにない。歌詞の内容から見れ
ば，人間道徳に対する主張，亡くなった両親に対
表１
曲Ⅲ－曲Ⅱ
程２年生の林智が作ったソフトを利用し，取得したものである｡）
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する思い，失恋や恋に対する哀しみ，社会的不平
に対する怒り，不幸に対する'悔やみなどの内容が
多い。社会音楽活動の中で登場する時には，イベ
ントの始まる前や人が集まるまでのあいだに歌わ
れ演奏されることが非常に多い。大勢人が集まっ
たと時にはこれらの音楽は楽器演奏や歌が上手な
人によって演出され，他の人が静かにそれを味わ
うことを求める。一般生活では，夜に帰宅するま
でに歩きながら歌ったり，労働現場で働きながら
歌ったり，部屋で一人ぼっちになった時に手もと
の楽器を取って演奏したりする人を見かける。こ
のような行為は，こうした音楽に対して和声的な
音楽表現の要請が低いウイグル社会の中で，多く
の楽器のコンビネーションよりも静かな環境の中
で独奏によって響いて来る美しいメロディを味わ
うと共に，歌詞に表れる内容に共感する立場に立
ってそれを感じることが重視されていることを示
している。さらに，こうした音楽を演奏する際，
他の音楽よりも非常に高い技術が必要のため，社
会から「Sazenda」（音楽家)として認定されること
を目指している者は，こうした音楽を上手に演奏
できるようにならなければならない。大衆の前で
の演奏で上手な芸人以外の者が演出することを容
認しない様子から，音楽家を評価する基準は
「Mung」とされている音楽を民衆が認めるほど演
出できるかどうかに関わる。つまり，ウイグル社
会における音楽の頂点は「Mung」とされている音
楽である。
まず，身体行動に関しては彼は以下のように述
べている：身体行動は，音を作り出す身体部分の
操作や音を作り出す時の全体的な身体の動きにお
いて見られるが，この問題には第三の側面，すな
わち音楽に対する有機体の反応がある（メリアム
140頁)。ムカーム研究が中心になっているウイグ
ル音楽研究は残念ながらこの三側面においての総
合的な研究を見過ごしている。万桐書は1985年に
発表した『ウイグル族の楽器」という著書でウイ
グル楽器を全般的に紹介した。ウイグル楽器の一
般的構造に関する出版物はこれ以外にも数多く存
在するが，彼の取り組みの中で非常に興味深い点
は，他の著書であまり見られない演奏技法の紹介
である。音を作り出す身体部分の操作に関しては
ウイグル音楽研究が貴重な実績を残していること
を否定しないが，ウイグル音楽研究の中で身体行
動の検討がこれだけに留まっているのは残念であ
る。また，音を作り出す時の全体的な身体の動き
や音楽に対する有機体の反応などの面はいまだ触
れられていない状態にある。今後この問題はウイ
グル音楽研究にとって非常に重要な課題となるも
のと考える。全てのウイグル楽器や歌い手に対す
る身体行動について，メリアムが提示した三つの
側面からの研究には大規模な取り組みが必要だが，
ここでいくつかの楽器を取り上げ，その身体行動
に対する分析をしたい。
音楽的な音を作る際，その音を楽器で鳴らす方
法と声帯と横隔膜を巧みに動かすことによって肉
声で作る出す方法がある。ウイグル音楽おける音
楽も同様にこの二つの方法を用いて独自の発声技
法と演奏技法を持っている。ウイグル音楽で主に
使われている楽器は音楽的音作りの役目から二つ
に分けて考えられる。それはリズムを作り出す楽
器と旋律を作る出す楽器である。この二種の楽器
の演奏技法を観察しながらウイグル音楽おける身
体行動を探ってみよう。
ウイグル楽器の中でリズムを作り出す楽器は
Dap,Naghra，Sapaya，石，木製スプーン，Tnblivaz
などの打楽器である。ここではウイグル音楽でよ
く使われる二つリズム楽器を取り上げて検証しよ
(2)行動に現れる音楽意識
メリアムは，音を作り出し構成することにかん
しては，四種の主要な行動をとりだすことが出来
る，すなわち,身体行動,音楽に関わる言語行動，
音を作る側と音を聞き反応する側双方の社会的行
動，および音楽家が適切な音を作り出せるように
なるための学習行動の四つである（｢音楽人類学」
アラン・Ｐ・メリアム箸／藤井知昭・鈴木道子訳
音楽之友社132頁）と述べている。彼が提出した
この四種の行動を検討しながらウイグル社会にお
ける音楽意識を探ってみたい。
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う。まず，Dapは手で楽器のあらゆる部分を打つ
ことによってリズムを作る楽器である。作り方は
木を曲げて丸い枠を作った後，表面に馬，山羊，
ロバなどの皮を被せる。それらの皮は温度の変化
によって音が変わりやすいため，最近では蛇の皮
を使っている。欄架の内側に数多くの鉄環をつけ
ることによって特別の音質効果を作り出す。一般
に使われているDapは小Dap（直径25～27ｃｍ）と
大Ｄａｐ（直径40～46ｃｍ）の二種類がある。小ＤａＰ
は主に伝統芸人達が大勢の人の集まるメシュレッ
プ（Mashrap）などの場で，ラワップ（RawaP）や
ゲジェック（Ghejak）などとコンビを組んでリズ
ムを作る役割を果たす。高い音のリズムを作るこ
とと，狭い音程関係によるリズムを作るという特
徴がある。大Dapはより広範な場で使われ，より
低い音のリズムを作ること，音程関係がより広い
リズム作り，音量が大きいなどの特徴がある。
彼が示した演奏技法は音を作り出すための基本
であることには違いないが，音を作り出す時の全
体的な身体の動きを観察して見るとさらなる演奏
技法が数多く存在していることが明らかになる。
この楽器の演奏の際に，楽器の位置や演奏者の
体の姿勢などに応じたその演奏技法を観察してみ
た。持つ方法としては画Ⅱで表したように右手の
親指を紐で固定して掛けた状態にする。左手の親
指と人指し指の間に楽器を置き，その左辺の近く
に捧げるような状態で持つ。この状態で立って演
奏する場合もあれば，画Ｉのように座って演奏す
る場合もある。これが一般的な持ち方であるが，
これ以外にウイグル音楽のレパートリーを見ると，
曲によって座りながら膝の上に立たせて右指で中
心部を，左指の親指の上から中指を滑らせて上の
部分を打つ方法もあり，それによってより力強い
司り．
画Ⅲ
画像出典：『UighurMusicallnstmmcnts』ＴｍrsuWan
LitipKashigarUighurPress（文字は筆者による）
jlIiIi
画Ｉ小Dap（直径25～27cm）
画像出典『UighurMusicalmstmments』
画Ⅱ大Dap（直径40～46cm）
TnrsulljanLiUpKashigarUighurPress
この楽器について,万桐書は打つ基本である五つの部位から演奏技法を以下のよう
に紹介している。「右手の中指や薬指で右辺を打つ，右手の人指し指，中指，薬指，
小指などに合わせて右中を打つ。右手の親指を中指上から滑らせて右辺を打つ。右
手の掌を中心に打つ。左手の中指と薬指で左辺を打つ。左手の人指し指，中指，薬
指，小指などに合わせて左中部分を打つなど方法がある」（万桐書，７２～73頁)。
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音を作り出す。また，座った状態で両足の間に挟
んで固定し,手のいたる部分を使って演奏したり，
手を楽器の上で滑らせるとともに掌で打ったりす
ることによって様々な特色の音を出すこともでき
る。さらに，舞踊の伴奏時に，踊る手に合わせて
踊りながら演奏したり，楽器の位置を上下横に変
えたり，楽器を平行にして演奏する姿勢をとる場
面もよく見られる。たまには，楽器を打たずに，
手を振ると楽器付けられた鉄環と欄架の接触によ
って音が出るため，この音もよく使われている。
メリアムはヒューズの演奏の際の姿勢について次
のように要約している：「GordenWHewesは，資
料を組織化するため五つの「関連レベル」を上げ
ている。第一のレベルは応用物理人類学，あるい
は生物工学のレベルで，これはテクノロジーと関
連を持つ姿勢についての習`慣の研究を指している。
第二のレベルは「姿勢と姿勢以外の文化現象（例
えば地形，植物，衣服，身分，役割の差異に関す
るもの）との機能的相関的関係」を扱う。第三の
レベルは姿勢をとる行動の精神病理学的かつ心理
学的意味に関連する。第四のレベルは姿勢と文化
史と関連についていて，第五のレベルは系統進化
論的な意味について扱うものである｡」（メリアム
137頁)。Dapの操作に関する身体行動はヒューズ
が提示したような五つのレベルに適合している。
例えば，Dapの一般的な演奏姿勢では楽器を空中
におくことによって音の振動に対する支障を少な
くし，響きより大きい音響効果を作り出す。膝の
上に置けば，楽器を膝で固定して，指や手の力を
もっと発揮し，響きを小さくして強い音を作る出
すことができる。両足の間に挟んで固定すれば，
両手が完全にフリーな状態になり，手のいたる部
分の活用化によって特色ある音響効果を作り出す
ことができる。これらは第一レベル，すなわち，
応用物理人類学，あるいは生物工学のレベルに適
合する。曲の違いによって現れる多彩な姿勢行動
は第二レベルの機能的相関的関係に適合する。こ
れ以外にまたより細かい身体行動において心理学
的，文化史的，系統進化論的などレベルも反映さ
れているだろう。
次に，メリアムの「社会的行動」論理を検証し
ながら，ウイグル社会における音楽家の社会的行
動を探ってみたい。メリアムは，音楽を進行させ
る上での第三の行動は，他の人々と同様に社会の
一員でもある音楽家の行動であり，彼らは音楽家
として，その社会で特殊な役割を果たし，特殊な
地位を得，その役割と地位は，何が音楽家として
ふさわしい行動であるかということに関しての，
社会的見解の一致により決定される（メリアム，
155頁）と述べている。しかし，我々研究者が音楽
家と断定している者は，その社会の人々から見れ
ば｢音楽家」ではないかも知れない。つまり，我々
研究者が音楽と断定しているものは，その社会に
おいては音楽ではなくただの叫び声，何らかの合
図や気くばり，神様に対する忠誠心を豊かに表示
するようなものと認識していることもある。音楽
に対する認識の違いによって「音楽家」のイメー
ジも違ってくる。自分たちがやっていることは音
楽であると認識しながら行動をとっている者は，
メリアムが指摘したような社会で特殊な役割のた
めや特殊な地位を得るために行動するかも知れな
いが，社会が音楽として認識していない出来事に
対しては，それがどれほど美しい音楽や素晴らし
い演出であっても，それを作り出している者はそ
の社会では音楽家として認識されない。即ち，彼
らの行動は何らかの特殊』性を目指すような行動で
はない。メリアムはまた「音楽家達は社会的には
っきりと規定された行動様式をとる。なぜならば
彼らは音楽家であり，音楽家自身が自らに対して
抱くイメージと，社会全体が音楽家に対して抱く
期待や音楽家らしい役割として認める一定のパ
ターンの，その双方の要因によって，音楽の行動
は形式されているからである」と述べているが，
メリアムの論理から見れば特殊性を目指すような
行動は音楽を進行させるための行動だということ
になり，音楽における社会的行動は「音楽家」と
して認識されている者の行動だけに留まってこと
になる。その結果，その社会で音楽家として認識
されている人々が行っている音楽が研究対象にな
り，音楽家とされていない人々の行っている音楽
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が研究対象からはずされることになる。伝統音楽
は音楽家としている人々の社会活動だけではなく，
音楽家として認識されていない人々の音楽活動に
よっても遂行される場合が多いため，彼らの社会
活動も非常に重要なのである。
ウイグル音楽の場合，以下の事例からこの問題
を明確にすることが出来る。ウイグル社会でお葬
式に詠う「Haza」と呼ばれている歌がある。この
歌を死者に対して死亡の日のから三日間の間，参
拝者が訪れるたびに死者の家族が歌う歌で，歌い
手がその場で歌詞から音楽まで自分で作って泣き
ながら歌う。曲は非常に悲しく，歌詞の内容は死
亡者に対する愛情，今までのお世話，離れたこと
に対する悲しみなどである。ウイグル社会では死
者に対する参拝訪問は，村人，親戚，友人，知り
合いなど幅広い範囲にわたり，葬式の日まで（死
後三日目まで）に朝から夜まで続けて行われるた
め，この歌は訪問者がいる限り歌い続けることに
なる。中には三日間ずっと歌い続けて声が出なく
なる者もいる。このような歌は現在都市化が進ん
だ地域ではあまり聴かれないが，田舎や伝統意識
が強い都市では今でも聴くことが出来る。この社
会では死者を出した家族は40日間音楽を含む様々
な娯楽活動が断じられている。「Haza」自体を見
ると音楽的な要素が明らかに見られるにもかかわ
らず，ウイグル人に聴くと「Hazaは音楽ではない，
HazaはHazaだ」と言う人が多い。歌い手や聴き手
の認識ではそれは音楽的行動ではなく，死者に対
する一般的な泣き行動と同様なものと考えられて
いる。彼らが作る音楽が驚くほど多彩で，心をい
やされる演出でありながらも，彼らは音楽家と認
識されない。もちろん，歌い手に対して上手いや
上手くないという評価はあるが，彼らの演出は訓
練を通じて出てきたものではなく，自発的あるい
はその人の本能である音楽感覚の現れである。彼
らが音楽家として認識されないのは「Haza」が音
楽ではないという認識のほか，このような音楽行
動が誰でも－度は体験することだという点があげ
られる。ここではメリアムが言うような音楽奏者
の特殊な役割はないし，特殊な地位を得るような
行動も見当たらない。上手に歌えば歌うほど死者
に対する愛'情の気持ちが伝われると考えているわ
けである。「Haza」以外にも子守唄（Allay
Nahshisi）を歌う母親，イスラム教の祈りを詠う主
教指導者，乞食する人などはプロの音楽家よりも
優れた作品を作り，美しく音響を披露しているも
のもあるにもかかわらず，多くの社会では音楽家
として認識することはない。彼らは音楽家と同様
に社会的にはっきりと規定された行動様式をとる
こともあるが，音楽家が自らに対して抱くイメー
ジと，社会全体が音楽家に対して抱く期待や音楽
家らしい役割と認める一定のパターンの，その双
方の要因によって，音楽の行動が形式されている
といったことは認められない。にもかかわらず，
母親が子供を寝かせる目的で歌う歌，乞食をする
目的などで作られた音楽，神に対する忠誠心を豊
かに表示するために作られた音楽的要素を持つ祈
りといったものは，代々受け継がれて，その社会
の様々な音楽と相互に影響し合い，その社会の伝
統音楽となっていることは誰も否定しないだろう。
おわりに
ウイグル社会は19世紀末以来外来文化を摂取し，
それを自国の文化とつきあわせて絶えず変容させ
ながら，個`性的な文化を築いてきた。ヨーロッパ
の文化を取り入れて独自の近代化が追求された。
政治的な地勢図の変化やインターネットなどの電
子メディアの発達によって，音楽においても離れ
た地域間の`情報流通は高速化され，一見すると世
界的規模で平準化されたが，実際には異なる地域
間の文化接触が多元的に可能となり，その結果音
楽を支える価値観は驚くほど多様化した。従来，
伝統として守られてきたものが互いに触発されて
変容し，伝統そのものの変容，もしくは新しい伝
統の形成があらゆるミクロな現場で生じてきてい
る。また，ひとつの音楽文化の内部においても，
外部に対するアイデンティティの主張という目的
のために，自ずと変容が生じている場合がある。
近代化や都市化・観光化を通じて，伝統音楽や音
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楽の伝統的形態が，本来儀礼上有していた意味や
上演の形態等を変化させてゆく場合がある。音楽
が，いわば「グローバル化」してゆく一方で，音
楽に対する価値観が多様化，ないし特殊化・細分
化しているという，こうした現実にどのように対
処してゆくか，それはこれからの音楽学全体に課
せられた大きな課題である。東西の接点のひとつ
として，頻繁な文化接触の場となってきた長い歴
史を有するウイグル社会において，この課題は常
に大きな関心事であったし,今もあり続けている。
本稿で指摘した内容はウイグル音楽研究のわず
かな一部に過ぎない.まだ数多くの話題,修正点，
及びまだ立ち触ってない点がたくさん残されてい
る。ウイグル伝統音楽及び民族音楽学に関心をも
つ多くの学者や研究者が意見や批判を呼び起こし，
日本におけるウイグル音楽研究の活`性化がもたら
されることを祈っている。
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